
特設人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。
7月 8日（月）10 時～ 15 時
▼人権総合センター▼牧野公民館
▼賀名生公民館▼大塔支所
※大塔支所は13時～15時
人権施策課　　２５－１１３７

時時

所

問

人権・同和問題講演会
7 月 9 日（火）19 時～ 20 時 30 分
人権総合センター
栗木 剛さん（mottoひょうご事務局長）
身近な差別から人権を考える
人権総合センター　　２４－３７２７

内

師

時

所

問
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第 48回差別をなくす市民集会第 48回差別をなくす市民集会
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演題演題

（土）（土）
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人権特集号2019

月は差別をなくす強調月間

第 48回差別をなくす市民集会

7.13

講師プロフィール

　1977 年静岡県生まれ。先天性緑内障により 12歳で失明する。筑波大学付属盲学校の中学部・高等部を卒業後、
慶應義塾大学法学部を経て、慶應義塾大学大学院法務研究科（法科大学院）へと進む。8年に及ぶ苦学の末に、2006年、
5回目のチャレンジで司法試験に合格。全盲で司法試験に合格した日本で 3人目の弁護士となる。
　現在は、弁護士法人つくし総合法律事務所に在籍。一般民事事件や企業法務、家事事件のほか、障害者の人権問
題にも精力的に取り組んでいる。
　著書「全盲の僕が弁護士になった理由～あきらめない心の鍛え方～」（日系 BP社）は、2014 年、松坂桃李主演
でドラマ化され大きな反響を呼んだ。

「だから無理」より「だから無理」より
「じゃあどうする」の方が面白い！「じゃあどうする」の方が面白い！
「だから無理」より
「じゃあどうする」の方が面白い！

演題

（土）

全盲の弁護士全盲の弁護士

大胡田　誠大胡田　誠
全盲の弁護士

大胡田　誠
おお　ご　  だ　　　 まことおお　ご　  だ　　　 まことおお　ご　  だ　　　 まこと

さんさんさん

毎月11日は人権を確かめあう日です

会場：市民会館大ホール会場：市民会館大ホール
プログラム プログラム 
13 時  ～　　　 開会式13 時  ～　　　 開会式
13 時 15 分～　五條高等学校コーラス部合唱♪ 13 時 15 分～　五條高等学校コーラス部合唱♪ 
13 時 30 分～　朗読 13 時 30 分～　朗読 
13 時 35 分～　講演会13時 35 分～　講演会
※当日 10 時の時点で市内に気象警報が発表されている場合は、※当日 10 時の時点で市内に気象警報が発表されている場合は、
　中止とします。　中止とします。
　　ホームページまたはテレホンサービス（　　22－2000）で　　ホームページまたはテレホンサービス（　　22－2000）で
　確認してください。　確認してください。

☎

会場：市民会館大ホール
プログラム 
13 時  ～　　　 開会式
13 時 15 分～　五條高等学校コーラス部合唱♪ 
13 時 30 分～　朗読 
13 時 35 分～　講演会
※当日 10 時の時点で市内に気象警報が発表されている場合は、
　中止とします。
　　ホームページまたはテレホンサービス（　　22－2000）で
　確認してください。

☎
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五條小学校２年　上岡璃心

市の審査会で選ばれて、奈良県に提出
されたポスターを紹介します。（敬称略）
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人人 啓啓 ポポ タタ権権 発発 スス ーー

北宇智小学校４年　窪上創太

野原小学校１年　松本桜華

阪合部小学校２年　福塚瑠乃 北宇智小学校５年　植辻花梨 宇智小学校４年　二村れい

阪合部小学校４年　田中遼

宇智小学校６年　山口茜奈

阿太小学校５年　米田心奈
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ポスター・標語を展示します

五條西中学校１年　辻川理湖

市の審査会で選ばれて、奈良県に提出
された標語を紹介します。（敬称略）
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五條東中学校２年　三樹琴天

西吉野中学校１年　川崎永愛

五條西中学校３年　清水大地

五條東中学校３年　坂本昌隆

人人 啓啓 標標権権 発発 語語

市市審査会選抜分 展示場所 展示期間

市民会館

市審査会選抜分 展示場所 展示期間

7月13日（土）【市民集会当日】

市役所、南都銀行五条支店 7月31日（水）まで

イオン五條店 7月18日（木）まで

県に提出分を除くポスター
（原画）

人権総合センター、カルム五條、
西吉野支所、阪合部文化会館

8月29日（木）まで

県に提出されたポスター
（縮小写真）および標語

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２ー４００１、西吉野支所 ☎３３ー０３０１、大塔支所 ☎３６ー０３１１
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障害のある人もない人も地域とのつながりの中で
自尊心をもって暮らせる「共生社会」をめざして

お
取
り
し

ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
。

　合理的配慮とは、障害のある人が毎日の生活の中で暮らしにくく　合理的配慮とは、障害のある人が毎日の生活の中で暮らしにくく
しているものや、困っていること（社会的障壁）を取り除くために、しているものや、困っていること（社会的障壁）を取り除くために、
お金や労力などの負担があまり重くない範囲で行うことをいいます。お金や労力などの負担があまり重くない範囲で行うことをいいます。
　しかし、その内容は、障害の特性や程度、状態、場面、性別、年　しかし、その内容は、障害の特性や程度、状態、場面、性別、年
齢などでも、必要なものや求められることが一人ひとり違ってきま齢などでも、必要なものや求められることが一人ひとり違ってきま
す。日ごろから社会的障壁をなくすようにすることはもちろんですす。日ごろから社会的障壁をなくすようにすることはもちろんです
が、困っている様子を見かけたり、配慮を求められたときは、できが、困っている様子を見かけたり、配慮を求められたときは、でき
る限り力になるよう心がけましょう。負担が大きくて（過重な負担）る限り力になるよう心がけましょう。負担が大きくて（過重な負担）
できない場合は、相手にちゃんと説明して分かってもらうことが大できない場合は、相手にちゃんと説明して分かってもらうことが大
切です。切です。
（奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例概要版より抜粋）（奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例概要版より抜粋）

　合理的配慮とは、障害のある人が毎日の生活の中で暮らしにくく
しているものや、困っていること（社会的障壁）を取り除くために、
お金や労力などの負担があまり重くない範囲で行うことをいいます。
　しかし、その内容は、障害の特性や程度、状態、場面、性別、年
齢などでも、必要なものや求められることが一人ひとり違ってきま
す。日ごろから社会的障壁をなくすようにすることはもちろんです
が、困っている様子を見かけたり、配慮を求められたときは、でき
る限り力になるよう心がけましょう。負担が大きくて（過重な負担）
できない場合は、相手にちゃんと説明して分かってもらうことが大
切です。
（奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例概要版より抜粋）

「合理的配慮」を知っていますか？ 「合理的配慮」を知っていますか？ 
障害者差別解消法により、障害のある方への「合理的配慮」などが求められています。障害者差別解消法により、障害のある方への「合理的配慮」などが求められています。

「合理的配慮」を知っていますか？ 
障害者差別解消法により、障害のある方への「合理的配慮」などが求められています。

目の不自由な人にメニューを読み上げる
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僕
は
、
つ
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一
週
間
前
に
生
ま
れ
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初
め
て
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折
を
し
た
。
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葉
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。
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。
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験
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。
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。
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。
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